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本町地区の洪水ハザードマップ

教育の質に力点を置いた検討を

公民連携PPP・PFIによる空き家整備の
スキーム図（伊藤大輔提案）

震
生
湖
周
辺
整
備
は

地
域
や
関
係
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
必
要

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
︵
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
︶

の
推
進
を
望
む

秦
野
の
最
大
の
魅
力
は

都
市
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス

誰
も
が
で
き
る
取
り
組
み
で

プ
ラ
ご
み
の
削
減
を

保
護
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て

今
後
の
幼
児
教
育
の
在
り
方
を
検
討
せ
よ

自
民
・
新
政　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
震
生
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
大
正
12
年
の
関
東
大
震
災
で
震
生

湖
が
誕
生
し
、
４
年
後
に
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
。
震
災
の
遺
構
と
し
て
、
国

登
録
記
念
物
へ
の
登
録
の
進
捗
状
況
は

ど
う
か
。
ま
た
、
登
録
に
伴
い
ど
の
よ

う
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
か
。

答　
震
生
湖
誕
生
の
き
っ
か
け
で
あ
る

土
砂
が
崩
落
し
た
崩
落
地
を
登
録
の
構

成
要
素
と
し
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

登
録
に
伴
う
整
備
は
特
段
な
い
が
、
湖

面
へ
の
進
入
路
に
沿
っ
て
崩
落
地
が
あ

る
た
め
、
観
光
客
の
安
全
確
保
と
崩
落

地
の
文
化
財
と
し
て
の
保
全
に
適
し
た

市
民
ク
ラ
ブ　
　
　
大
野　
祐
司

一　
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
元
年
10
月
12
日
に
本
市
を
襲

っ
た
台
風
第
19
号
の
際
に
は
、
多
く
の

市
民
が
避
難
す
る
と
と
も
に
、
市
内
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
う

ち
浸
水
被
害
は
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
お
い
て
浸
水
が
想
定
さ
れ
て
い
な

い
区
域
で
発
生
し
て
い
る
。
今
後
、
被

害
が
予
想
さ
れ
る
区
域
以
外
の
地
域
へ

の
一
層
の
啓
発
が
必
要
と
考
え
る
が
、

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
上
地
区
で
家
を
探
し
て
い
る
親
子

が
い
る
が
、
空
き
家
の
担
当
者
に
連
絡

し
た
と
こ
ろ
「
所
有
者
が
分
か
ら
な
い

の
で
本
人
が
貸
し
た
い
の
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
こ

れ
ま
で
の
調
査
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
実
際
は
苦
情
の
対
応
が
多
い
。

意
見　
公
民
連
携
に
よ
る
空
き
家
対
策

を
提
案
す
る
。
国
の
交
付
金
と
入
居
者

の
家
賃
の
み
で
整
備
す
る
こ
と
で
、
市

の
財
政
負
担
が
実
質
ゼ
ロ
と
な
る
。

自
民
・
新
政　
　
　
風
間　
正
子

一　
骨
髄
ド
ナ
ー
支
援
制
度
に
つ
い
て

問　
希
望
す
る
全
て
の
人
が
移
植
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
骨
髄
を
提
供
し
や
す

い
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
骨
髄
ド

ナ
ー
の
負
担
に
対
す
る
補
助
な
ど
、
支

援
制
度
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
ド
ナ
ー
へ
の
支
援
は
、
平
成
26
年

ご
ろ
か
ら
広
が
り
、
現
在
41
都
府
県
の

市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
本
市
も

ド
ナ
ー
登
録
者
の
拡
大
に
向
け
、
令
和

２
年
度
か
ら
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

二　
学
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

自
民
・
新
政　
　
　
相
原　
　
學

一　
幼
児
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
を
受

け
、
令
和
２
年
度
の
新
入
園
児
の
応
募

状
況
と
今
後
の
方
向
性
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
元
年
11
月
11
日
時
点
の
願
書
提
出

状
況
を
見
る
と
、
公
立
幼
稚
園
は
97
人
、

こ
ど
も
園
は
25
人
減
少
し
て
い
る
。
庁

内
で
は
幼
児
教
育
の
質
を
ど
の
よ
う
に

高
め
て
い
く
か
に
力
点
を
置
き
、
ゼ
ロ

ベ
ー
ス
か
ら
議
論
し
て
い
る
が
、
公
立

施
設
の
適
正
配
置
も
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

問　
幼
児
教
育
の
質
の
向
上
に
向
け
た

施
策
と
し
て
、
３
年
保
育
の
実
施
な
ど

の
検
討
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
３
年
保
育
の
実
施
に
つ
い
て
は
保

整
備
に
つ
い
て
、
文
化
庁
の
意
見
を
参

考
に
関
係
部
署
と
調
整
し
て
い
く
。

問　
地
質
の
生
き
た
教
材
と
し
て
の
活

用
が
期
待
で
き
る
「
市い

ち
き木
沢
の
露
頭
」

へ
の
散
策
路
の
整
備
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
沢
に
下
り
る
道
が
荒
廃
し
、
傾
斜

が
急
な
道
も
あ
る
た
め
、
管
理
や
安
全

性
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
関
係
部
署
と

の
調
整
や
地
元
の
南
地
区
、
地
権
者
、

専
門
家
と
の
意
見
交
換
を
行
い
な
が
ら

調
査
・
検
討
す
る
。

問　
訪
問
者
が
通
行
す
る
稜
線
の
平
沢

５
号
線
と
今
泉
７
号
線
は
、
見
通
し
が

悪
く
危
険
だ
が
、
整
備
状
況
は
ど
う
か
。

答　
一
般
の
生
活
道
路
並
み
の
幅
員
は

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の
情
報
発

信
は
も
と
よ
り
、
地
域
に
出
向
く
な
ど

全
市
的
な
周
知
に
一
層
努
め
る
。
ま
た
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
掲
載
で
き
な
い
箇

所
の
把
握
の
た
め
、
地
域
の
危
険
箇
所

や
避
難
経
路
な
ど
を
明
記
し
た
、
自
治

会
ご
と
の
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
に
対
し

積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

二　
※
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
︵
証
拠
に
基
づ
く
政

策
立
案
︶
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
「
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
︵
証
拠
に
基
づ
く
政

策
立
案
︶
」
は
、
限
り
あ
る
財
源
を
最

大
限
有
効
に
使
い
、
各
事
業
・
政
策
の

正
当
性
の
担
保
や
市
民
へ
の
説
明
を
目

的
に
、
県
や
他
の
自
治
体
で
も
行
わ
れ

て
い
る
。
本
市
と
し
て
も
取
り
組
む
べ

二　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
必
要
性
に

つ
い
て

問　
立
地
適
正
化
計
画
案
の
説
明
会
の

質
は
低
く
、
満
足
し
た
参
加
者
は
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
問
題
の
見
え
る
化

と
計
画
自
体
が
必
要
な
の
か
と
い
う
そ

も
そ
も
論
が
な
い
。
秦
野
の
魅
力
を
ど

う
捉
え
る
か
。

答　
都
市
と
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

意
見　
都
心
は
人
で
窒
息
状
態
で
あ
り

秦
野
に
は
子
育
て
や
暮
ら
し
や
す
い
街

と
し
て
の
高
い
可
能
性
が
あ
る
。
「
人

は
過
密
を
避
け
て
、
人
口
密
度
の
低
さ

を
求
め
て
秦
野
に
来
る
」
が
こ
の
計
画

は
真
逆
で
あ
り
、
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

三　
水
道
水
に
つ
い
て　

問　
水
道
水
の
７
割
が
地
下
水
、
２
・

２
割
が
県
水
だ
が
、
地
域
に
よ
っ
て
そ

の
割
合
も
味
も
異
な
る
の
が
現
状
。
県

水
は
本
当
に
必
要
な
の
か
。

答　
地
下
水
で
は
賄
い
切
れ
な
い
地
域

が
あ
る
。
ま
た
県
水
の
受
水
は
本
市
が

要
請
し
て
実
現
し
た
の
で
年
間
の
基
本

料
金
約
４
億
２
千
万
円
は
そ
の
使
用
に

関
わ
ら
ず
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結

果
を
受
け
、
今
後
、
ど
の
よ
う
に
学
力

向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
か
。

答　
調
査
結
果
の
分
析
を
踏
ま
え
た
課

題
解
決
教
材
を
作
成
し
、
教
育
委
員
会

と
協
働
し
な
が
ら
授
業
改
善
を
行
う
な

ど
、
新
た
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
視
察
し
た
兵
庫
県
尼
崎
市
「
あ

ま
っ
子
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
調
査
」
は
先

進
的
で
あ
っ
た
。
ぜ
ひ
、
講
師
を
招
い

て
学
力
向
上
の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

三　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
具
体
的
な
取
り
組
み

に
つ
い
て

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
国
際
的
な
取
り
組
み

だ
が
、
誰
も
が
実
践
で
き
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
プ
ラ
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚

染
が
世
界
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

プ
ラ
ご
み
削
減
の
啓
発
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
に
エ
コ
バ
ッ
グ

を
配
布
し
、
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
を
呼
び

掛
け
る
な
ど
、
意
識
啓
発
や
実
践
に
有

効
な
取
り
組
み
を
進
め
る
。

意
見　
未
来
を
変
え
る
の
は
私
た
ち
。

啓
発
を
継
続
し
、
職
員
に
よ
る
マ
イ
バ

ッ
グ
、
マ
イ
箸
の
実
践
も
期
待
す
る
。

護
者
ニ
ー
ズ
も
高
い
こ
と
か
ら
、
重
要

な
要
素
と
考
え
て
い
る
。
今
ま
で
培
わ

れ
て
き
た
歴
史
的
な
経
緯
な
ど
も
踏
ま

え
て
、
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
今
後
の
幼
児
教
育
の
在
り
方
を

検
討
す
る
上
で
は
、
公
立
や
私
立
と
い

確
保
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
震
生
湖
周

辺
道
路
を
調
査
・
研
究
す
る
中
で
必
要

な
整
備
を
し
て
い
く
。

要
望　
震
生
湖
周
辺
整
備
を
進
め
る
上

で
は
、
地
権
者
へ
の
説
明
を
十
分
に
行

い
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

ほ
か
﹆
農
地
課
税
の
在
り
方
﹆
児
童
館

の
管
理
運
営
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
政
策
や
事
業
を
検
討
す
る
に
当
た

り
、
実
施
す
る
事
業
の
取
り
組
み
と
成

果
の
因
果
関
係
を
意
識
し
、
説
明
責
任

を
果
た
す
た
め
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
、
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
は
必
要
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
政
策
形

成
過
程
や
予
算
編
成
過
程
に
お
い
て
、

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
考
え
方
を
意
識
し
た
仕
組

み
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

っ
た
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ど
の
よ

う
な
幼
児
教
育
が
本
市
に
と
っ
て
効
果

的
で
効
率
的
な
の
か
考
え
て
ほ
し
い
。

二　
交
通
手
段
の
整
備
と
移
動
手
段
の

確
保
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
の
免
許
返
納
が
増
加
す
る

中
、
公
共
交
通
の
な
い
地
域
へ
の
移
動

支
援
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
ま
ず
は
、
買
い
物
や
通
院
な
ど
の

移
動
目
的
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
予
定
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
移
動
支
援
を
検
討
す
る
上
で
は
、

地
域
の
力
を
い
か
に
引
き
出
せ
る
か
が

重
要
と
な
る
た
め
、
地
域
と
と
も
に
必

要
と
す
る
支
援
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

議 会 の 動 向
○11月 27日（水） ・議案送付
 29日（金） ・議会運営委員会
○12月 ３日（火） ・追加議案送付
 ４日（水） ・市議会第４回定例会開会 【傍聴者数１人】
  ・議会運営委員会
  ・議会報告会検討会
 　６日（金） ・本会議（議案審議） 【傍聴者数１人】
  ・代表者会議
  ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
 10日（火） ・総務常任委員会 【傍聴者数１人】
  ・予算決算常任委員会（総務分科会）
 11日（水） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数３人】
  ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
 12日（木） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数２人】
  ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）
   【傍聴者数１人】
 16日（月） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数42人】
 17日（火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数24人】
 18日（水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数28人】
  ・追加議案等送付
  ・代表者会議
  ・議会報告会検討会
 23日（月） ・議会運営委員会
  ・予算決算常任委員会 【傍聴者数１人】
  ・市議会第４回定例会閉会 【傍聴者数１人】
  ・臨時議員連絡会
  ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
  ・議会報編集委員会
 24日（火） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第４回定例会
○１月 16日（木） ・代表者会議
  ・議員連絡会
  ・議会運営委員会
  ・議会報告会検討会
 30日（木） ・代表者会議
○２月 ７日（金） ・議会報編集委員会
 　14日（金） ・議員連絡会
  ・議員研修会
  ・正副委員長会議

※ＥＢＰＭ（証拠に基づく政策立案）… Evidence-based Policy Makingの略で、政策目的を明確化させ、その目的のため本当に効果が上がる行政手段は何かなど、「政策の基本的な枠組み」
を証拠に基づいて明確にするための取り組み

用語解説

震生湖へのアクセス道路の
早急な整備・改修を

本市も賛同する
「かながわプラごみゼロ宣言」




